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（1）対象地域 

 福島第一原発から約 40km 離れた５つの河川。２つは新田川の支川，２つは真野川の支川，１つは阿武

隈川の支川。 

     

（2）重要な図表 

表３ 対象５河川のサケ科の魚，水生昆虫，リターのセシウム濃度 

 

担当者注：水生昆虫はフタスジモンカゲロウ，サケ科の魚は，アメマス，サクラマス。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

  

 

（2）流出挙動・経路 

 河畔にある針葉中のセシウム濃度は水中の針葉よりも高く，水中の昆虫，サケ科の魚類の順にそれら

のセシウム濃度は低くなる。 

 

（3）除染の際の留意点 

 

 

（4）担当者のコメント 

 これまで森林域から主に FPOM とともに放射性セシウムが河川に流出するという報告が見られるが，

河川上流域でこの FPOM を食べる昆虫（フタスジモンカゲロウ）およびさらに栄養段階上位のサケ科魚

類において，沈着量の異なる複数の河川でセシウム濃度の調査結果が示されている。この調査は事故か

ら 3 年後に実施されており，事故後 3 年間では生体濃縮が生じていないことが示されている。 

  


